
○逗子市社会参加・市民活動ポイントシステム実施要綱 

平成22年７月１日 

逗子市要綱 

改正 平成23年３月16日 

平成23年４月１日 

平成24年４月１日 

平成26年４月１日 

平成27年４月１日 

（目的） 

第１条 この要綱は、市民の社会参加の意欲を喚起し、市民による公共的な活動及び市

が期待する市民の特定の行動を活性化することを目的に、社会参加・市民活動ポイン

トシステム（以下「システム」という。）を運用し、活動の主催者等に社会参加・市

民活動ポイント券（以下「ポイント券」という。）を交付することについて必要な事

項を定めるものとする。 

（平成24年４月１日・一部改正） 

（ポイント券の交付対象者） 

第２条 ポイント券を交付する対象者は、次の各号のいずれかに該当する者とする。 

(１) 不特定多数の市民の参加を得て行われる市民の活動であって前条の規定の目的

に資するものとして市長が認定した活動（以下「対象活動」という。）の主催者 

(２) 前条の規定の目的に資するものとして市長が指定する特定の行動（以下「特定

行動」という。）を実践する市民 

（平成24年４月１日・一部改正） 

（対象活動へのポイント券の配付） 

第３条 対象活動の主催者は、交付を受けたポイント券を、当該対象活動を運営するス

タッフ及び参加市民に配付しなければならない。 

２ ポイント券の配付枚数は、対象活動への参加１回につき、運営スタッフ及び参加市

民各々１人１枚とする。ただし、配付されないポイント券が発生したときは、主催者

は、そのポイント券を速やかに市に返還しなければならない。 

（平成23年３月16日・平成24年４月１日・一部改正） 

（特定行動へのポイント券の交付） 

６ 



第４条 特定行動を実践する市民へのポイント券の交付枚数は、特定行動への参加１回

につき１枚とする。ただし、市長が必要があると認めるときは、複数回の参加をもっ

て１枚とすることができる。 

（平成24年４月１日・追加） 

（ポイント券の使用） 

第５条 ポイント券の所有者（以下「所有者」という。）は、ポイント券１枚を100円に

換算して、次条及び第７条に定める方法で使用することができる。 

（平成24年４月１日・平成27年４月１日・一部改正） 

（ポイント券による公の施設等の使用） 

第６条 所有者は、ポイント券の提出により市が指定する公の施設等の使用料等につい

て減免の適用を受けるものとする。この場合において、使用料等との差額が生じた場

合にあっても、当該差額を返金しないものとする。 

２ 市長は、前項の規定により指定した公の施設等について、市の広報誌及び市のホー

ムページへの掲載により、公表するものとする。 

（平成24年４月１日・平成27年４月１日・一部改正） 

（ポイント券の商品券への交換） 

第７条 所有者は、市長が指定する場所で、その提出により逗子ポイントカード事業協

同組合（以下「組合」という。）が発行する商品券又は組合の発行するポイントカー

ドのポイントに交換することができる。この場合において、所有者は、現金との併用

はできないものとする。 

（平成24年４月１日・平成27年４月１日・一部改正） 

（ポイント券の寄附） 

第８条 所有者は、支持又は応援する市民活動団体に対して、ポイント券を寄附するこ

とができる。 

（平成27年４月１日・追加） 

（市民活動等への参加に係るポイント券の使用） 

第９条 所有者は市民活動等に参加したときは、当該市民活動の主催者が認めた場合に

限り、当該市民活動の主催者への支払いの手段としてポイント券を使用することがで

きる。 

（平成27年４月１日・一部改正） 



（ポイント券の有効期限） 

第10条 ポイント券の有効期限は、当該ポイント券を交付した日の翌日から起算して３

年を経過する日の属する年度の末日とする。 

（平成23年４月１日・全改、平成24年４月１日・平成27年４月１日・一部改正） 

（ポイント券の交付申請） 

第11条 ポイント券の交付を受けようとする主催者は、逗子市社会参加・市民活動ポイ

ント券交付申請書（第１号様式）により、市長に申請をしなければならない。 

（平成23年３月16日・平成24年４月１日・平成27年４月１日・一部改正） 

（交付決定） 

第12条 市長は、前条の規定による交付申請があったときは、逗子市市民活動推進シス

テムに係る補助金等審査委員会条例（平成23年逗子市条例第３号）に規定する逗子市

市民活動推進システムに係る補助金等審査委員会の議を経てポイント券の交付数を決

定し、逗子市社会参加・市民活動ポイント券交付決定通知書（第２号様式）により申

請者に通知しなければならない。この場合において、交付の目的を達成するために必

要な指示又は条件を付すことができる。 

（平成23年３月16日・全改、平成24年４月１日・平成26年４月１日・平成27年４

月１日・一部改正） 

（配付状況報告） 

第13条 対象活動の主催者は、対象活動が完了した日から30日以内に逗子市社会参加・

市民活動ポイント券配付状況報告書（第３号様式）により配付状況を報告するものと

する。 

（平成23年３月16日・全改、平成24年４月１日・平成27年４月１日・一部改正） 

（ポイント券の仕様） 

第14条 ポイント券の仕様は、次の各号に掲げるとおりとし、偽造防止の措置を施すも

のとする。 

(１) 材質は、紙とし、寸法は、縦6.0センチメートル、横10.5センチメートルとする。 

(２) 表面に市章、ポイント券の名称、有効期限及び発行番号を付す。 

(３) 裏面に利用上の注意事項を記載する。 

（平成23年３月16日・追加、平成24年４月１日・平成27年４月１日・一部改正） 

（ポイント券の管理等） 



第15条 ポイント券の管理及びその交付を受けた者による利用の状況の把握は、市民協

働課が行うものとする。 

（平成23年３月16日・平成24年４月１日・平成27年４月１日・一部改正） 

（委任） 

第16条 この要綱に定めるもののほか、システムの実施について必要な事項は、市長が

別に定める。 

（平成23年３月16日・平成24年４月１日・平成27年４月１日・一部改正） 

附 則 

この要綱は、平成22年７月１日から施行する。 

附 則（平成23年３月16日） 

この要綱は、平成23年３月16日から施行する。 

附 則（平成23年４月１日） 

この要綱は、平成23年４月１日から施行する。 

附 則（平成24年４月１日） 

この要綱は、平成24年４月１日から施行する。 

附 則（平成26年４月１日） 

この要綱は、平成26年４月１日から施行する。 

附 則（平成27年４月１日） 

この要綱は、平成27年４月１日から施行する。 



 



 



 



 



 



第１号様式（第11条関係） 

（平成27年４月１日・全改） 

第２号様式（第12条関係） 

（平成23年３月16日・全改、平成24年４月１日・平成27年４月１日・一部改正） 

第３号様式（第13条関係） 

（平成27年４月１日・全改） 

 


